
































要約:児童虐待の活動指針となるマニユアル作成を念頭において我々の虐待予防研究班の

3 年間を振り返った。多数の虐待親子の症例を解析し、発生要因、発生機構、 リスク因

子、を科学的に明らかにする事、また、母子保健活動と連動しリスク段階で予防する方策

の開発を重点とした。診断システム、発生率推定、予後、地域の関係機関協カシステム、

親子の対応技術・・など多くの経験を集積した。活動を系統化するためシソーラス項目を

検討し、作業中。今後、メンタルケアと社会対策の系統化も重点におく。


